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コロナ禍における本学の対応 NEWS

グッズ申し込み
フォームはこちら！

学生支援情報は
こちらから！
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MONODAIパーカー

▲2019年大会

▲ 遠隔授業の様子

機械加工の指導

▲

▲ 建設学科木造実習で
　初めての「のみ」

▲総合機械学科
　フレッシュマンゼミで
　ダンボールカー制作・大会

▲ロボコン出場のために制作した
　ラグビーロボット

▲建築大工

▲タイル張り

▲YouTubeで紹介

▲
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▲学内掲示

総合機械学科の西直美教授が、2020・2021年
度の支部長に就任。西教授は企業や業界団体
で長く鋳造に携わってきました。日本鋳造工学
会からは、本学で開催する高校生や小学生を対
象とした鋳物教室（写真は2019年）のご協力を
いただいています。

総合機械学科の永井孝准教授が、県立三郷工
業技術高校の中島一紀教諭や信州大学等と連
携、遠隔教育システムの教材を開発しています。
長野県の中学生にはんだ付けの指導（写真）、
三郷市の小学校でワークショップを開催する
等、今後も活用が期待されます。

建設学科の大塚研究室が、中小企業庁の補助
事業に採択されました。大塚研究室では、本
開発のキーとなる天井材に塗布する有機系ガ
ラス質液剤の開発を担います。

中小企業庁・令和2年度「戦略的基盤技術高
度化支援事業（サポイン事業）」
※中小企業者が産学官連携により、ものづくり基盤技術の高度化を
　図るための研究開発等を促進することを目的としている

安全・審美性・機能性に優れ「建築の質向上」
に貢献するガラス三軸織天井材の開発
（主たる事業主体：サカセ・アドテック株式会社、
研究実施機関：ものつくり大学ほか）

建設学科の大垣研究室では、NEXCO東日本
関東支社が募集した鋼床版の疲労亀裂対策技
術研究の採択を受け、共同研究を開始しまし
た。学生は、高速道路における橋梁の耐久性
向上に役立つ技術開発に取り組み、社会に貢
献しています。

本学の「ル・コルビュジエの
カップマルタンの休暇小屋」
原寸レプリカが掲載。「現代
の名工」であり非常勤講師の宮前守氏が解説、
弟子の卒業生田島宏晃さん（2007年度卒・建
設4期生・宮前工務店株式会社勤務）も掲載。

主に外国人技能実習生に向
けたテキストです。この職種
に初めて就く方でも理解しや
すいように、図説部分が多く、
設備や作業内容の最新の情
報が盛り込まれています。

建築物が出来上がる過程を
柱に、各工事のポイントを解
説しながらイラスト中心にま
とめ、建築生産がわかりやす
く英語で紹介されています。

ものつくり大学　　のオリジナルグッズ登場！！学部3年、院1年の
保護者会開催本学では、2020年5月13日から遠隔での授業

を開始、6月29日からは対面による実習授業も
再開し、遠隔と対面のハイブリッド授業を継続
しています。対面授業にあたっては、三密を避
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けるため複数教室での開講や座席の分散配置
を行い、学内放送・各種掲示での注意喚起、検
温、消毒、マスクやフェイスシールド着用等の
感染防止対策を徹底しています。遠隔授業は、
教員同士での情報共有や研修会開催等全学
で取り組み、遠隔でも効果的な授業ができる
ように工夫しています。職員を対象とした防護
服着脱等に関する講習会も実施しました。ま
た、学生に対する各種支援を継続しており、随
時発信しています。
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遠隔授業と対面授業のハイブリッドに取り組んでいます
若手～中堅職員が打ち合わせを重ね、ようやく完成しました。
本部棟1階学務部窓口で販売中！
学外の方もお申し込み、郵送可能です。
（傘は窓口のみの販売となります）
第2弾も乞うご期待！

2020年9月20日、就職を控えた学年を対
象に保護者会を開催しました。コロナ禍の
今、就職活動や卒業など保護者が特に気に
なる内容を説明。3割程の保護者の皆様に
ご参加いただき、その後担当教員による個
別相談も実施しました。

初

ロボコンプロジェクト 第58回技能五輪全国大会

2020年NHK学生ロボコンは中止になりまし
たが、代わりに開催されたイベント「オンライ
ン！学ロボFESTIVAL」に参加しました。
プロジェクト内でもチームに分かれてロボット
を制作し学内大会を開催しました。

2020年11月13 ～16日、愛知県国際展示場
を主会場として開催されます。本学では建設
学科から5職種（建築大工、家具、左官、造園、
タイル張り）計8名が出場します。出場予定学
生は練習に励んでいます。コロナ禍のため、今
年は無観客での開催となりますが、各競技が
ライブ配信される計画です。

建設学科3・4年「構造物設計II」受講者によるブ
リッジコンテストを開催。自分で考えた構造を熱
心に制作、載荷荷重や自重倍率を競いました。

2020年の学園祭「碧蓮
祭」は、オンライン開催
となりました。ぜひご覧
ください。

学生フォーミュラプロジェクト

2020年大会は中止になりました。2021年大会
にEV（電気自動車）クラスで参戦すべく、モーター
の電気制御・安全回路の開発、EV用車体の設計
に勤しんでいます。また、チームメンバーのスキ
ルアップのための部内研修も実施しています。

新入生の実習・講義も継続中！
本学の教育の要である対面による実習に、新入
生も楽しく取り組んでいます。

学内ブリッジコンテスト

碧蓮祭実行委員会

日本鋳造工学会関東支部
第25代支部長に就任

遠隔教育システムの
教材開発・連携を推進

中小企業庁の
補助事業に採択

コロナ禍で大会やイベントが中止・オンライン化する等、
例年と違う環境の中、学生たちは活動をがんばっています！ 

NEXCO東日本と
共同研究開始

小屋のすべて
扶桑社刊

技能実習レベルアップ シリーズ2
機械加工(普通旋盤・フライス盤)
総合機械学科 武雄靖教授ほか執筆
（公財）国際人材協力機構刊

英訳 施工がわかる
　　　　イラスト建築生産入門
建設学科 三原斉教授ほか執筆
（一社）日本建設業連合会／彰国社刊

〈事業名〉

〈 研究開発計画名〉

「カップマルタンの
休暇小屋」
360°パノラマは
こちらから！

今後大会やイベントを控えているプロジェクトも多くあります。次号でも様子をお届けします。

詳しい情報はこちら！
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